
 
 

ヘルスケア・プロジェクト  山中 淳一 

「介護関連ロボットの製品コンセプト開発」 
～リバース発想法の仮想適用例～ 
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 先月号のレポートにて、介護関連のインタビュー結果を紹介しました。先月号にも、いくつかの製品コンセ
プト開発に活用可能な情報を提供いたしましたが、本号では、そこから一歩踏み込んで、介護関連ロボット
を例にあげながら、製品コンセプト開発時に適用すると面白いリバース発想法を紹介したいと思います。 

 介護関連ロボット市場の概観を把握する 

 まず初めに、介護関連ロボット市場について概観しておきます。下図は、2013年度介護関連用品カタログ
から、ロボット関連についての製品情報をピックアップし、自立支援性軸 × 金額負担軸（JMAC簡易試
算）の2軸上に整理をしたものです。 
※簡易試算に基づく図ですので、金額幅があることはご容赦ください。 
※中心軸に沿って掲載されているものは、自宅および施設の両方での使用が考えられるロボットです。 

一概に介護関連ロボットに該当するものにも、多様な種類があることをご理解いただけるかと思います。 

図．在宅向けロボット市場の概観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自社が検討すべきアイテムを選定し、検討の路線を決める 

 仮に、コミュニケーション関連ロボットについてみてみると、４つの方向での検討の可能性があります。 
本来は、コミュニケーション関連ロボットのみを取り上げて情報をさらに詳細に集めて整理し、セグメンテー
ションを実施しながらアイデア検討をする、というのが丁寧なアプローチかと思います。ただ、自社が「介護
関連ロボット市場の参入を目指す」といった大枠の方向性のみ提示されている状況であれば、上記のよう
な俯瞰図を作成してロボット市場を概観したのち、自社の強みを鑑みながら検討の対象アイテムを選定し、
検討の方向性（どの路線を選択するか等）を議論していく方が、思わぬアイテムの見落としが無くなるので、
良いかと思います。 
                                                    ＜次頁につづく＞ 

施設使用ｼｰﾝ特化 
 （B to B目線重視など） 

在宅使用ｼｰﾝ特化 
 （B to C目線重視など） 

高級路線 
 （付加価値追加など） 

低価格路線 
  （機能限定化など） 



 検討領域における代表製品を調査する 

 検討アイテムを選定し、検討の方向性を決めたら（今回は、「コミュニケーション関連ロボット」「在宅使用
ｼｰﾝ特化」を仮に選択）、市場調査を実施し、市場に存在する既存製品やそれに類する製品をピックアッ
プしましょう。例えば、市場における露出度に注目して調査すると、SoftBankから「pepper」があることが分
かります。 

 代表製品についてリバース発想法を適用する 

 代表製品調査が終わったら、いよいよリバース発想法の出番となります。百聞は一見に如かず、ということ
で、下記の仮想適用事例をみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 リバース発想法 ＝ pepperの逆を考えてみる ＋ 大事な要素を残す（面白い視点は活かす、もらう） 

という発想法となります。構成要素を5W１H（when、where、what、why、who、how）で軸をおく場合もありま
す。自社がはじめの1歩という場合には使いづらい手法ですが、2番手、3番手という場合には、使う価値が
ある手法です。？？？の具現化に更に知恵が必要ですが、いくつかのキーワードがあると、検討もしやす
いかと思います。 

 

製品のコンセプト開発は、悩ましい検討の１つですが、今回紹介した手法が皆様の機器・サービス開発の
一助となれば幸いです。 
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